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政令市、中核市、東京 23区ごとのランキング公開 
全国的にみて 23区の議会改革は遅れている現状 

「議会改革度調査 2016」ランキング 早稲田大学マニフェスト研究所調べ 
 

地方から政治を変える取り組みを行う早稲田大学マニフェスト研究所は 6月

14 日、2016 年度「議会改革度調査」ランキングのうち、政令市、東京都内 23

区、中核市のランキングを公開しました。調査結果から、東京 23 区が全国的

にみて、23区の議会改革は遅れている現状がわかりました。 

 なお、都道府県内のランキングと市町村別は、明日以降公開です。 

▽以下の URLからご覧ください 

政令市： http://www.maniken.jp/gikai/2016rank_seirei.pdf 

中核市： http://www.maniken.jp/gikai/2016rank_chuukaku.pdf 

23 区  ： http://www.maniken.jp/gikai/2016rank_tokyo23.pdf 

▼各ランキング TOP5  ※カッコ内は前年比／総合順位 [300位以下は「-位」としている] 

□政令市（20市） 前年比/総合順位 

1 位 堺市議会  （0／7位） 

2 位 京都市会  （0／10 位） 

3 位 神戸市会  （0／71 位） 

4 位 新潟市議会 （0／94 位） 

5 位 静岡市議会 （+7／131 位） 

□中核市（48市） 

1 位 大津市議会 （0／2位） 

2 位 呉市議会  （+1／34 位） 

3 位 横須賀市議会（+10／59 位） 

4 位 大分市議会 （-2／60 位） 

5 位 枚方市議会 （+1／86 位） 

□東京 23区 

1 位 品川区議会 （+5／293 位） 

2 位 板橋区議会 （0／-位） 

3 位 千代田区議会（-2／-位） 

4 位 豊島区議会 （-1／-位） 

5 位 新宿区議会 （+7／-位） 

■自治体区分別の特徴 

▽政令市：堺市議会が連続トップ 静岡市議会が 5 位に 

1 位は 堺市議会で、トップ 4は 3 年連続変わらず。堺市

は議会力向上会議で改革を推進し検証。京都市会は高校生と

観光政策をテーマにグループ討議するなど住民参加を推進。

5 位の静岡市議会は 3年間で 3本の議員提案条例を提出。 

 

▽23 区：品川区議会が初のトップ 300 位以内 1 議会に 

品川区議会が総合 293位となり、23区内で 1位となった。

区民と防災について対話し、高校生と地域課題について意見

交換をした。ただ、23 区のうち総合 300位以内に入ったの

は前回 2 議会だったが、今回は品川区議会のみ。 

 

▽中核市：大津市議会が連続トップ 呉市議会が 2 位 

トップは 3年連続で大津市議会。2 位に調査研究活動の強化のため議会図書室に司書を配置した呉市議会、

3 位には大学との連携により外部の視点を取り入れる仕組みを入れた横須賀市議会がランクインした。 

 

▼議会改革度調査 2016について 

【調査概要】 2017 年 3 月下旬にメールや郵送で調査依頼を全地方議会に送付し、1,347議会が回答（回答

率 75.3%）。2010年度から今回で 7 回目の調査となる。 

 ≫詳細： http://www.maniken.jp/gikai/2016gaiyo.pdf 

 

 今後、「議会改革度調査 2016」の新たな情報は下記早大マニ研 HP で公開します。 

 ＜お問合せ先＞ 早稲田大学マニフェスト研究所 事務局：担当 永尾、青木 

TEL：03-6214-1315  E-MAIL：mani@maniken.jp  HP：http://www.maniken.jp/ gikai/ 

 

■早稲田大学マニフェスト研究所の見解 

（事務局長・中村 健） 

政令市、23区、中核市は 

一般市と比べ議員の数が多く 

議会の合意形成が難しい。 

議会全体の取り組みにつな 

がりにくく、議会活動が成 

果につながりにくいため、 

議会改革の取り組みを体系的に進める必

要がある。その点、堺市議会、京都市議会、

大津市議会は、体系的に活動する仕組みを

取り入れている。 


